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第 3回第二次長久手市多文化共生推進プラン策定委員会 議事録要旨

議事録

委員長 あいさつ

事務局 会議成立確認

議 事 概 要

会議の名称 第 3回第二次長久手市多文化共生推進プラン策定委員会

開催日時 令和 5年 12 月 8 日（金）9:30～11:00

開催場所 長久手市役所会議室棟 会議室 H

出席者

（敬称略）

10 人中 6人出席

【出席者】

委員長 松宮 朝

副委員長 松本 一子

委員 奥村 みゆき

委員 日丸 美彦

委員 田中 直子

委員 里 燕美

（事務局）

くらし文化部長 門前 健

くらし文化部次長 嵯峨 剛

たつせがある課長 名久井 洋一

同課交流商工係長 中川 暁敬

同係主任 野村 こはる

同係主事 鈴木 茉奈佳

【欠席者】

委員 望月 将史

委員 渡邉 泰代

委員 桝 美生

委員 豊田 早苗

傍聴者人数 0人

会議の公開・非公開 公開

審議の概要 １ 報告

多文化共生ワークショップの開催について

２ 議題

第二次長久手市多文化共生推進プラン（案）について

問合先 長久手市役所くらし文化部たつせがある課

電話０５６１－５６－０６４１

FAX０５６１－６３－２１００
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＜議題＞

委員長 それでは、多文化共生ワークショップの開催報告について、事務局から説明

をお願いします。

事務局 【資料１を説明】

委員長 ありがとうございました。

何か意見・質問はありますか。

委員 運用時には問題ないと思いますが、翻訳しやすい媒体として PDFとWordと
いう単語が気になりました。両者とも使えないのではなく、Wordよりもテキス
ト文書、PDFでも写真を PDF化したものではなくテキストを PDF化したもの
であればコピーができます。Wordで送付されるとスマホで開けない人もいる
ので、例えばメールの本文に内容を記載して送付したり、テキスト文書を添付

する必要があると思います。

委員長 ありがとうございます。ご指摘のとおりだと思います。

今後に関して、やさしい日本語等が不要になるのではなく、分かりやすい日

本語にしないと翻訳ソフト等を使うと変に翻訳されてしまうことがあるからこ

そ慎重にならなければいけないということだと思います。難しい行政文書をそ

のまま翻訳すると特殊な言葉になってしまうことがありますので、今までのも

のをテキスト文書にすれば良いのではなく、分かりやすくした上での発信が必

要になります。

委員 ワークショップに参加させてもらい、楽しかったです。説明にもありました

が、外国人も日本人もたくさん参加してもらえる工夫があると良いと思いまし

た。また、子どももいる環境になると良いですね。こういった取組は若い人が

スタートになることが多いと思います。

委員長 説明にあったように、出向いて話を聞きに行くと良いですね。また、今回は

普段と違うメンバーが参加されていたところが良かったと思います。

プランに繋がる意見もあると思いますので、次の議題に進みます。議題 第二

次長久手市多文化共生推進プラン(案)について、事務局から説明をお願いしま
す。

事務局 【資料２を説明】

委員長 ありがとうございました。

何か意見・質問はありますか。

委員 基本目標２は子どもに関する施策になっていますが、主体として市役所の子

ども部が記載されないのは意図がありますか。

事務局 主体として市と記載しているものは、たつせがある課だけを示しているので

はなく、子ども部も含め、市役所の部署全体を示しています。アクションプラ

ンを検討する際に、それぞれの担当課と一緒に、どういった取組ができるか等

を調整しながら進めていくことになります。

委員 このプラン内容がアクションプランとして推進される中で、確実に進捗が取

れるような形で進められることが大事だと思います。事例でお伝えすると基本
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目標２の施策「就学前の子育て支援」(p7 )にあたりますが、就学前の健診で、
親御さんが日本語を話せないため言葉の発育が遅いということで、発達の遅れ

を指摘され、医療に繋がったが、その後継続した支援等が無く、そのまま過ご

してきていたという事例があります。たまたま貧困世帯への支援で関わり、結

果としては日本語教室の紹介をし、継続的に関わりを持つことができています。

健診により関わる機会があったと思うが、今回のプランができることで、相談

先(まずはたつせがある課や国際交流協会)が困りごとの解決の方向性を整理し
て確実に各課や専門機関に伝え繋げていくという継続的な支援ができる体制が

確立されていくと良いなと思います。また、基本目標３の施策に含まれている

社会保証制度の情報発信等について、翻訳ややさしい日本語にすることは、慎

重に取り組まなければうまく伝わらないという話があったと思います。一例と

して、母子父子医療受給者証について、通知内容が分からないと相談してくだ

さる方がいるのですが、これは日本人でも理解するのに時間がかかるものだと

思います。このような通知内容を市役所の各課がやさしい日本語やうまく翻訳

できる言葉に整理することはかなりハードルが高いと思います。この５年間で、

まずは「この通知の内容が読み取れない外国籍の方の相談先はここです。」と情

報の集約をするというように段階を経て成長していくような流れが今回のプラ

ンに新規で取り入れられた施策によってできると思います。関係機関がまずは

その中で経験値を高めていくきっかけになると良いと思います。アクションプ

ランを立てる際に、取りこぼさず繋がるように押さえていけると良いと思いま

した。

委員長 大事な点だと思います。一つは、翻訳や通訳を集約するのはどこかを明確に

する、そして、実際に翻訳や通訳が必要なレベルのものと、その上で理解でき

ない方への対応を整理するということだと思います。翻訳は、実際に試してみ

るとよく分かります。難しい外国語の文書を日本語に翻訳すると変な日本語に

なることがあります。また、翻訳に関しては、新型コロナウイルスのワクチン

接種や特定貸付の際には国が多言語で翻訳したものを出していたので、それら

をリンクさせたり、いずれも緊急時に一から作るのは大変だと思うので既存の

ものをうまく活用できる体制を整えると良いと思います。例えば福祉の部署で

も重層的支援体制整備事業で包括的な支援に取り組んでいると思います。特に

子育て中の外国籍の方で必要とされている方は多いと思います。また、基本目

標３の「相談内容と対応方法の蓄積」(p9)も分からないケースが出てきた場合に
活用できたり、すごく困っているところが見えるようになると思いますので、

基本目標２と基本目標３をの施策は相互に関わらせる形でお願いします。

委員 ここ１か月以内の事例で、団体の集まりに外国人市民の方がいらっしゃって、

悩んでいる様子が見られたので「どうしましたか。相談ごとも聞きますよ。」と

声をかけたら、「パートナーがお金を持って出て行ってしまった。」というお話

しでした。結果的には、数日後にパートナーが落ち着いて帰ってきたことで解

決したのですが、本人は朝早くから夜遅くまで働いていて子育てができる環境

ではなかったので、子ども達は数日間保護してもらいました。児童相談所をは

じめ社会福祉協議会や地域共生推進課に協力してもらい、団体でも食料を集め

ました。本当は国際交流協会に繋げたかったのですが、忙しなく動いている内

にタイミングを失ってしまいました。悩まれていた方は日本に 15年住んで大学
にも通われていたので日本語での会話に問題がないのですが、おそらくパート

ナーは家でずっと子育てをしており、下の子はほとんど母国語しか話せないと

いう状況でした。パートナーは、一人で子育てをしていることや収入が下がっ

たことに怒って家を出てしまったという話だと思うのですが、本当はパートナ

ーやお子さんを日本語教室に繋ぐことができたら良かったと思います。私達は

介入した一瞬、悩まれていた本人との関わりしかなく、その一瞬を逃すと「パ
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―トナーの方に日本語教室についてお伝えください。」とは案内し辛いです。ま

た、やさしい日本語についても、行政、社協、私達それぞれ、まだ誤解している

ところがあると感じました。対面の時に、ご高齢の耳が聞こえにくい方に話し

かけるように大きな声で話しかけていたのですが、それで伝わるわけではない

と思います。分かりやすく伝えることや関係機関へ繋げること等同時に求めら

れる経験を経て、先程説明のあった相談の集約がされていれば、もしかしたら

「あの人のことだ」と気付き、「民生委員が知っているかもしれない。」という

ように対応できたかもしれません。私達は民間の団体で、何か起きても、なか

なか情報が得られない状態ですが、外国人市民の方とも接する機会が多いので

戸惑うことも多いと思っています。

委員 その方は、たまたま子育て広場にいらっしゃったのですか？

委員 以前から子ども達が近くの共生ステーションを利用しており、そこで知って

来たのだと思います。はじめは別のスタッフが声をかけたのですが少し難しそ

うだと私に繋がり、関係機関に連絡して会場に来てもらいました。社協や地域

共生推進課の職員さんは時間が合ったからすぐに対応してもらえましたが、そ

うでなければ私達が引き続き対応する状況だったと思います。相談ごとの対応

をすべて公共の場で受けることは厳しく、民間団体が公共の相談の時間外で対

応できることの必要性は感じています。私達や国際交流協会のように動ける団

体が相談を受けた後、どことも連携がつきにくい状況だと困ると思います。一

般の方は私達以上に「相談を受けたは良いが、その後どうしたら良いか。」と困

ると思います。先程のお話しのように、相談体制の整理がされると皆が安心し

て対応できるようになると思いました。

委員 これまでのお話しを聞いていて、子育て支援に関してはどうしても子どもに

目が行きがちだと思うのですが、実は保護者のフォローをしっかりしないとい

けません。以前お話ししたように、発達障害のあるお子さんがいるご家族で、

３歳のお子さんに日本語を教えたいというケースがありました。このケースは、

転勤のため 1ヶ月間日本語教室に通われ、お母さんとお子さん両方にサポート
を付けて別々で対応をしました。お母さんは旦那さんから日本語を学ぶように

言われ少し負担を感じられている様子でしたので、母国語が分かる人がついて

日本語を学んでもらい、お子さんにはボランティアが遊びながら日本語で話し

かけるようにした結果、両者とも笑顔が増えて安心してもらえる場になりまし

た。このように、初めはお子さんに日本語を教えたいという内容でしたが、本

当は保護者のサポートが必要だというケースもあり、かなり多面的にフォロー

アップすることの大切さを感じています。

委員 基本目標３の現在の課題として国民年金と健康保険に関することが挙げられ

ていて思い出したことがあります。私は子育てを終えて最近老後について考え

るようになったのですが、数年前、絵画教室に通っていた時に周りの奥さん達

は分からないことがあると何でも区役所へ聞きに行っていました。私の場合は

中国人同士で相談し合い、分かる人が教えてくれていました。若い友人で年金

のことが分からず払っていない人がいた際に、私は旦那が日本人のため中国か

ら日本へ来てから支払っていたため、「支払わないと危ないよ。支払った方が良

いよ。」と伝えました。大抵 30～40歳代で意識し始めるのだと思います。20歳
代の頃は一生懸命働いていて、年金の話を聞いても頭に入らないと思います。

自分が年金をもらう年齢になり、60～65歳の間に追加で支払うと今よりも受け
取る金額が増えると年金機構で聞き、悔しかったです。やはり、分からないこ

とは市役所に聞くことが大切だと思いました。そして、市役所に中国語や日本

語が分かる方がいると簡単で便利だと思います。年金などの制度は難しい言葉
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を使うので通訳を利用できると安心です。

委員長 この計画で、はじめの相談先ができることになると思います。その周知の部

分で、転入者には国際交流協会の案内がされていますので、既に長久手市に住

んでいる方にも伝わるようにしていければと思います。また、分からないこと

がある時に公共機関に聞いた方が良い理由として、仲間内であまり理解しない

まま話をすると、間違っている可能性があることが挙げられます。コロナ禍で

はそのようなケースがありましたので、公共機関に問い合わせることで確実な

情報を知ってもらいたいと思います。

基本目標２と３について、新たな施策が追加された部分へのご意見をいただ

いていますが、他にいかがでしょうか。

委員 相談に対して、やさしい日本語で対応できることもあれば、通訳にお願いし

ないと相手に伝わらない、相手の言っていることが分からないケースもあると

思います。長久手市の場合は、翻訳アプリや通訳の利用をしていると思うので

すが、実際、何言語の通訳がいて 1週間の内に何日設置されていますか。そし
て、翻訳や通訳は市と国際交流協会が互いに補われていると思いますが、実際

にどのように調整されているのかが大切だと思います。翻訳や通訳は間違って

いてはいけないですし、現状とニーズを把握して今後の対応を考えていかなけ

ればならないと思うのですがいかがでしょうか。

事務局 通訳について、今は定期的にお越しいただいてはいません。かつてコロナ前

にあったケースとして、複雑な相談が来た時に、スペイン語だったと思います

が、やはり翻訳アプリだけだと十分に伝わらず、国際交流協会に相談し、協会

会員でスペイン語が話せる方へ個別具体に国際交流協会から直接連絡を差し上

げて、改めて日時を設けて来庁者と市役所の間に入って通訳をしてもらいまし

た。施策の説明で申し上げたとおり、まだまだ多文化共生担当課や国際交流協

会へお越しいただけることの周知は不足しており、相談を受ける機会も少ない

のが現状です。したがって、窓口を広く周知することが必要と考えています。

また、毎週土曜日にリニモテラス公益施設で実施している集いの広場は、将来

的には外国人市民が気軽に利用できる相談窓口になることを目指しているため、

その場を楽しんだついでに相談もできるような体制になると良いと思い、２年

半くらい継続して実施していただいています。リニモテラスを多文化共生の拠

点の一つとして位置づけていますので、指定管理者も含めて相談を受けた際に

は市役所や国際交流協会に繋ぐように連携がとれるネットワークを作っていき、

件数が増えてきた際には、おっしゃられているように通訳の配置を検討すると

いうような順番が必要だと考えています。

委員 長久手市の現状としては、日本語でのやりとりに不安がある方は、知り合い

で通訳してくれる人を連れて来たり、会社の方が一緒に来ているということで

すね。

事務局 はい。市民課に、お知り合いの同じ国の方や会社に勤めている場合は人事の

方と一緒に来られて、手続きを受けられている様子はよくお見かけします。た

だし、お一人で来庁された場合は、通訳できる人を連れてくるのが難しいと思

いますので、窓口担当課からたつせがある課や国際交流協会へ連絡が入り、私

達が隣でサポートに入って対応しているのが現状です。

委員 そうすると、お伝えする元データとなる日本語の文書の文言が分かりやすい

ものであることが重要になります。日本語でも理解が難しい文書の場合、それ

を通訳することはその何倍も力が必要になります。まずは日本語の文書を整え
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ることを広めていただけると良いと思います。

事務局 ありがとうございます。このことについては職員への研修が必要だと考えて

います。現状では、外国人市民の方の窓口対応を行う６～７課が集まる連携会

議が年２回あり、各課の情報共有に加えて会議の後半に国際交流協会の事務局

と一緒にやさしい日本語の研修を１時間程度行っていますが、それだけで足り

ないと感じています。例えば犬山市のように新人研修の一部としてやさしい日

本語について取り入れる等、アクションプランに入れることで文書の作り方を

担当者に意識付けられるよう進めていきたいと思っています。

委員 私の体験ですが、日本に来てすぐの頃、電話は相手に理解されないとお互い

に分からないため、かけませんでした。窓口に行き、直接やりとりする中で分

からいことは漢字で書いてもらうと大体理解できました。しかし、その場では

分かったと思っても本当は理解できてないことがほとんどでした。窓口で何度

も質問するのは申し訳ないと思い、分かったと言っても何かすっきりしないこ

とはたくさんありました。徐々に日本語が理解できるようになってからも、分

からないことがあっても失礼かなと思いあまり聞き直せませんでした。今は「ど

ういう意味ですか？」と聞けるようになりましたが、それまでに段階があった

と思います。電話の場合は、その場で回答されなくても良くて、日時を改めて

回答される方法でも良いので、通訳がいると良いと思います。本当は電話をか

けるのは怖いです。迷惑をかけたくないけど本当は分かっていないのが現状で

す。

委員長 安心して相談できて、ここに行けば回答してもらえるという体制が必要だと

いうお話しだと思います。他にご意見はありますでしょうか。

委員 基本目標４に関してですが、最近大学生に英語を使った遊びをしてもらうこ

とを企画しているため、具体的な取組として、大学のサークルや授業で学んだ

ことを使って交流するものを入れられると、特に子どもは楽しいと思います。

主体の中に大学も名前が連なると良いと思います。４U事業もありますし、名
古屋外国語大学も市外の大学ですが、市内でも活動されていますので、市の方

向として一緒にやっていくんだと分かるようになると楽しそうだと思います。

委員 お話しいただいたように、現在リニモテラスでオープン日本語教室を水曜日

と金曜日に実施しているのですが、たまたま栄徳高校の留学生が火曜日でない

と来れないという話がありました。火曜日にリニモテラスで県大の学生が放課

後こども教室を実施していたので紹介したところ、年齢も近いため仲良くなり、

日本語も勉強してもらえる場になったことから、若い人の力の必要性も感じて

います。また、「ながくて留学生交流会」を発足させ、８大学１高校の留学生に

集まってもらっています。まずは長久手市を知ってもらおうと、着付け体験や

楓まつりの同日にバスツアーを実施しました。その運営についても学生が主体

的に計画を立て、それをを国際交流協会でサポートするかたちになっています。

私の考えとしても、できれば留学生に短期間にはなりますが、翻訳や通訳の力

になってもらえないかと思っています。留学生の国籍は 20ヵ国近くと幅広いの
で、できるだけ登録してもらえるように一歩進めていきたいです。

委員長 ありがとうございます。まさに、双方向で協力できるようになると良いと思

います。なお、具体的な取組についてはアクションプランで検討されるという

ことですね。

事務局 はい。現プランも策定後に推進会議を設置し、その中でアクションプランを
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定めていきましたので、第二次プランにつきましても策定後に推進委員会を設

置し、その会議の中で具体的な行動を決めていきたいと思います。

委員長 説明いただいたものが大枠で、多くのご意見はその具体的な取組になるかと

思いますのでアクションプランの部分で活かしていただき、既に動いているも

のは引き続き継続していただければと思います。

それでは事務局へお返しします。

事務局 委員長はじめ委員の皆様、貴重なご意見をありがとうございました。本日い

ただきました意見を基に追記修正を行います。

続いて、次第４その他について、事務局から説明します。

【今後のスケジュールについて説明】

何か質問やご意見はありますか。

ないようですので、最後に皆さまから、お知らせや報告がありましたらお願

いいたします。

【報告等なし】

それでは、以上で本日の会議を終了します。


